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(57)【要約】
  掘削機などの自走式作業機械は、車輪（５）又は軌道 
チェーンを備えた下部構造体（４）、及び、垂直軸の周 
りに３６０度の回転のために下部構造体上に支持された 
上部構造体（１）を備える。第１関節ブーム（２）は、 
上部構造体（１）に旋回可能に取り付けられ、第１道具 
（３）は、第１関節ブームの自由端に取り付けられる。 
下部構造体（４）は、第２関節ブーム（６）が取り付け 
られる取付及び旋回アダプタ（８）が取り付けられる。 
アダプタ（８）は、下部構造体に取り付けられた取付部 
分（８ａ）と、垂直軸（９）の周りに少なくとも１２０ 
度旋回可能であるように取付部分（８ａ）に取り付けら 
れた旋回部分（８ｂ）であって、水平軸（１１）の周り 
に旋回可能であるように旋回部分に取り付けられた第２ 
関節ブーム（６）を有する旋回部分（８ｂ）とを備える 
。第２道具（７）は、第２関節ブーム（６）の自由端に 
取り付けられる。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 掘 削 機 な ど の 自 走 式 作 業 機 械 で あ っ て 、
　 車 輪 （ ５ ） 又 は 軌 道 チ ェ ー ン を 備 え た 下 部 構 造 体 （ ４ ） 、
　 垂 直 軸 の 周 り に ３ ６ ０ 度 の 回 転 の た め に 前 記 下 部 構 造 体 上 に 支 持 さ れ た 上 部 構 造 体 （ １  
） 、 及 び
　 前 記 上 部 構 造 体 に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 関 節 ブ ー ム （ ２ ） で あ っ て 、 第 １ 関 節  
ブ ー ム （ ２ ） の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 道 具 （ ３ ） を 有 す る 第 １ 関 節 ブ ー ム （ ２ ） を  
備 え 、
　 前 記 下 部 構 造 体 （ ４ ） は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 道 具 （  
７ ） を 有 す る 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） が 取 り 付 け ら れ た 取 付 及 び 旋 回 ア ダ プ タ （ ８ ） （ 以 下  
、 ア ダ プ タ ） が 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） は 、 前 記 下 部 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ た 取 付 部 分 （ ８ ａ ） と 、 垂 直 軸  
（ ９ ） の 周 り に 旋 回 可 能 で あ る よ う に 取 付 部 分 （ ８ ａ ） に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 部 分 （ ８ ｂ  
） で あ っ て 、 水 平 軸 （ １ １ ） の 周 り に 旋 回 可 能 で あ る よ う に 旋 回 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 前  
記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） を 有 す る 旋 回 部 分 （ ８ ｂ ） と を 備 え た 、 作 業 機 械 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ の 垂 直 軸 （ ９ ） の 軸 線 は 、 前 記 作 業 機 械 の 走 行 方 向 に 前 記 下 部 構 造 体 （ ４  
） か ら あ る 距 離 に あ り 、 前 記 旋 回 部 分 （ ８ ｂ ） は 前 記 関 節 ブ ー ム （ ６ ） と と も に 、 前 記 ア  
ダ プ タ の 垂 直 軸 （ ９ ） の 周 り に 少 な く と も １ ２ ０ 度 旋 回 可 能 で あ り 、
　 前 記 作 業 機 械 は 、 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ 道 具 （ ７ ） の 所 定 の 運  
動 を 自 動 的 に 制 御 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ た プ ロ グ ラ ム 可 能 な プ ロ セ ッ サ を 備 え る 、 及  
び ／ 又 は 、
　 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 遠 隔 制 御 可 能 で あ る 油 圧 バ ル ブ を 備  
え た バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） を 備 え 、 前 記 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト を 用 い て 、 前 記 第 ２ 関 節 ブ  
ー ム （ ６ ） 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ 道 具 （ ７ ） の 運 動 は 、 遠 隔 制 御 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） を 移 動 す る た め に 必 要 で あ る 油 圧 駆 動 力 は 、 前 記 作 業 機 械 を  
移 動 す る た め に 必 要 で あ る 駆 動 力 又 は 前 記 第 １ 関 節 ブ ー ム （ ２ ） を 移 動 す る た め に 必 要 で  
あ る 駆 動 力 と 同 じ 前 記 作 業 機 械 の モ ー タ か ら と ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） の 取 付 部 分 （ ８ ａ ） は 、 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） を 前 記 作 業 機 械  
か ら 取 り 外 す た め に 前 記 下 部 構 造 体 （ ４ ） の フ レ ー ム に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 関 節 ブ ー ム 及 び 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ２ ， ６ ） は 前 記 道 具 （ ３ ， ７ ） と と も に  
、 前 記 第 １ 道 具 （ ３ ） が 前 記 第 ２ 道 具 （ ７ ） の 真 上 に あ る 相 互 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 道 具 （ ３ ， ７ ） は 、 ふ る い 分 け 装 置 又 は 粉 砕 ふ る い 分 け 装 置 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 部 構 造 体 （ ４ ） は 、 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） が 前 記 下 部 構 造 体 （ ４ ） に 取 り 付 け ら れ  
る と き に 前 記 ア ダ プ タ の 入 口 パ イ プ が 案 内 さ れ て 接 続 さ れ る 油 圧 オ イ ル ク イ ッ ク コ ネ ク ト  
カ プ ラ を 有 す る 、 又 は 、 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） は 、 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） が 前 記 下 部 構 造 体 に  
取 り 付 け ら れ る と き に 前 記 作 業 機 械 の 油 圧 ホ ー ス に 接 続 さ れ た 供 給 パ イ プ が 案 内 さ れ て 接  
続 さ れ る 油 圧 オ イ ル ク イ ッ ク コ ネ ク ト カ プ ラ を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 ア ダ プ タ の 取 付 部 分 （ ８ ａ ） は 、 地 面 に 押 し 付 け ら れ る と と も に 前 記 作 業 機 械 の 走  
行 方 向 か ら 見 た と き に 前 記 作 業 機 械 の 中 心 線 か ら 所 望 の 距 離 ま で 延 び る 取 り 外 し 可 能 な 支  
持 脚 （ １ ７ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 旋 回 部 分 （ ８ ｂ ） 及 び 前 記 旋 回 部 分 と と も に あ る 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ６ ） は 、 前  
記 取 付 部 分 （ ８ ａ ） の 垂 直 軸 （ ９ ） の 周 り に 少 な く と も １ ８ ０ 度 旋 回 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 関 節 ブ ー ム 及 び 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム （ ２ ， ６ ） は 前 記 道 具 （ ３ ， ７ ） と と も に  
、 前 記 道 具 が 互 い に あ る 距 離 を 置 い て 並 ぶ 相 互 位 置 に 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 道 具 は 、 グ リ  
ッ パ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ダ プ タ （ ８ ） の 反 対 側 に 、 前 記 下 部 構 造 体 （ ４ ） は 、 ラ ッ ク （ １ ９ ） が 取 り 付 け  
ら れ 、 前 記 ラ ッ ク （ １ ９ ） を 用 い て 、 前 記 作 業 機 械 と 共 に 使 用 す る の に 適 し た 道 具 （ ２ ０  
） は 、 前 記 作 業 機 械 と と も に 建 設 現 場 に 輸 送 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 対 象 は 、 自 走 式 作 業 機 械 で あ っ て 、 車 輪 又 は 軌 道 （ t r a c k ） チ ェ ー ン を 備 え た  
下 部 構 造 体 、 垂 直 軸 の 周 り に ３ ６ ０ 度 の 回 転 の た め に 前 記 下 部 構 造 体 上 に 支 持 さ れ た 上 部  
構 造 体 、 及 び 前 記 上 部 構 造 体 に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 関 節 ブ ー ム で あ っ て 、 第 １  
関 節 ブ ー ム の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 道 具 を 有 す る 第 １ 関 節 ブ ー ム を 備 え 、 前 記 下 部  
構 造 体 は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 道 具 を 有 す る 第 ２ 関 節 ブ ー ム が  
取 り 付 け ら れ た 取 付 及 び 旋 回 ア ダ プ タ （ 以 下 、 ア ダ プ タ と い う ） が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア  
ダ プ タ は 、 前 記 下 部 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ た 取 付 部 分 と 、 垂 直 軸 の 周 り に 旋 回 可 能 で あ る  
よ う に 取 付 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 部 分 で あ っ て 、 水 平 軸 の 周 り に 旋 回 可 能 で あ る よ う  
に 旋 回 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 ２ 関 節 ブ ー ム を 有 す る 旋 回 部 分 と を 備 え た 、 作 業 機 械  
で あ る 。 一 般 的 に 、 作 業 機 械 は 、 掘 削 機 で あ り 、 道 具 は 、 バ ケ ッ ト で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 作 業 機 械 の 一 端 に 掘 削 機 ブ ー ム を 有 し 、 他 端 に ホ イ ー ル ロ ー ダ ブ ー ム を 有 す る バ ッ ク ホ  
ー ロ ー ダ は 、 既 知 で あ る 。 そ れ ら は 、 同 じ 建 設 現 場 に お い て 両 方 の 機 械 の 作 業 を 実 行 す る  
こ と を 可 能 に し 、 す な わ ち 最 初 に １ つ の 機 械 、 次 に も う １ つ の 機 械 を 順 番 に 実 行 す る こ と  
を 可 能 に し 、 １ つ の 機 械 と １ 人 の 運 転 手 だ け が 必 要 で あ る 。 同 時 作 業 の た め に ブ ー ム の 併  
用 は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 １ 人 の オ ペ レ ー タ ー に よ っ て 制 御 さ れ る ２ つ の 独 立 し た 掘 削 機 ブ ー ム が 掘 削 機 の 回 転 す  
る 上 部 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ る 日 立 の プ ロ ト タ イ プ マ シ ン も 知 ら れ て い る 。 こ の 日 立 の 問  
題 点 は 、 後 方 か ら 何 か を 拾 い 上 げ る た め に ブ ー ム の 一 方 だ け を 旋 回 さ せ る と き に 、 例 え ば  
他 方 の ブ ー ム が そ れ と と も に 回 転 す る こ と で あ る 。 こ の ２ つ の ブ ー ム の 配 置 は 、 ２ つ の ブ  
ー ム が 限 ら れ た 範 囲 に お い て の み 個 別 に 使 用 す る こ と が で き 、 他 方 は 、 独 自 の 一 連 の タ ス  
ク を 実 行 す る よ う に プ ロ グ ラ ム す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 開 昭 ５ ９ － ８ ０ ５ ６ ３ 号 公 報 は 、 最 初 に 述 べ ら れ た タ イ プ の 作 業 機 械 を 開 示 し 、 そ こ  
で は 、 上 部 構 造 体 の 下 の 軌 道 チ ェ ー ン 間 に あ る ア ダ プ タ の 垂 直 軸 の 位 置 は 、 垂 直 軸 の 周 り  
に お け る 第 ２ 関 節 ブ ー ム の 旋 回 角 度 を 制 限 す る 。 こ れ は 、 同 時 作 業 の た め に ブ ー ム の 組 み  
合 わ せ た 使 用 を 困 難 に す る が 、 前 記 公 報 は 、 そ の よ う な 示 唆 は し て い な い 。



10

20

30

40

50

JP 2024-544209 A 2024.11.28(4)

【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 米 国 特 許 第 ６ ０ ３ ２ ０ ９ ４ 号 公 報 は 、 ２ つ の 関 節 ブ ー ム を 備 え る と と も に 作 業  
機 械 が 転 倒 す る こ と を 防 止 す る た め の シ ス テ ム を 有 す る 作 業 機 械 を 開 示 す る 。 こ の シ ス テ  
ム は 、 ブ ー ム の 位 置 及 び 負 荷 を 検 出 す る た め の セ ン サ を 備 え て い る 。 シ ス テ ム が セ ン サ か  
ら の 信 号 に 基 づ い て 転 倒 す る 危 険 を 検 知 す る 場 合 、 ブ ー ム の 運 動 が 停 止 さ れ て 警 報 が 発 せ  
ら れ る 、 又 は ブ ー ム が 負 荷 と と も に 、 転 倒 す る 危 険 が な い 新 し い 位 置 に 移 動 さ れ る 。 こ の  
機 械 は 、 第 ２ ブ ー ム を 取 り 外 す た め に 下 部 構 造 体 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け る こ と が で き  
る 別 個 の 旋 回 及 び 取 付 ア ダ プ タ を 有 し て い な い 。 代 わ り に 、 第 ２ ブ ー ム は 、 上 部 構 造 体 と  
下 部 構 造 体 と の 間 の 回 転 機 構 に 取 り 付 け ら れ 、 回 転 機 構 の 旋 回 軸 は 、 上 部 構 造 体 の 回 転 機  
構 の 旋 回 軸 と 一 致 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 以 前 よ り も 汎 用 性 の あ る 方 法 に お い て 使 用 す る こ と が で き 、
以 前 は 不 可 能 で あ っ た タ ス ク を 実 行 す る よ う に 、 又 は い く つ か の タ ス ク の 実 行 を 大 幅 に 迅  
速 化 及 び 容 易 に す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 、 掘 削 機 な ど の 作 業 機 械 を 提 供 す る こ と で あ る  
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 目 的 は 、 添 付 の 請 求 項 １ に 提 示 さ れ た 特 徴 に よ る 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 本 発  
明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に 提 示 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る  
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 作 業 機 械 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 作 業 機 械 の 下 部 構 造 体 と 下 部 関 節 ブ ー ム の 上 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 車 輪 ５ 又 は 軌 道 チ ェ ー ン を 備 え た 下 部 構 造 体 ４ と 、 垂 直 軸 の 周 り に ３  
６ ０ 度 の 回 転 の た め に 下 部 構 造 体 上 に 回 転 台 １ ８ を 介 し て 支 持 さ れ た 上 部 構 造 体 １ と を 備  
え た 、 掘 削 機 な ど の 自 走 式 作 業 機 械 を 示 す 。 第 １ 関 節 ブ ー ム ２ は 、 水 平 軸 の 周 り に 旋 回 可  
能 で あ る よ う に 上 部 構 造 体 １ に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 関 節 ブ ー ム の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た  
第 １ 道 具 ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 下 部 構 造 体 ４ は 、 取 付 及 び 旋 回 ア ダ プ タ ８ （ 以 下 、 ア ダ プ タ ） が 取 り 付 け ら れ 、 ア ダ プ  
タ に 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ が 水 平 軸 １ １ の 周 り に 旋 回 可 能 で あ る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 ア  
ダ プ タ ８ は 、 下 部 構 造 体 ４ に 取 り 付 け ら れ た 取 付 部 分 ８ ａ と 、 油 圧 シ リ ン ダ １ ５ に よ っ て  
垂 直 軸 ９ の 周 り に 少 な く と も １ ２ ０ 度 、 好 ま し く は 少 な く と も １ ８ ０ 度 旋 回 可 能 で あ る よ  
う に 取 付 部 分 ８ ａ に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 部 分 ８ ｂ と を 備 え る 。 言 い 換 え れ ば 、 旋 回 部 分 ８  
ｂ 及 び 旋 回 部 分 と と も に あ る 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ は 、 取 付 部 分 ８ ａ の 垂 直 軸 ９ の 周 り に 少 な  
く と も １ ２ ０ 度 、 好 ま し く は 少 な く と も １ ８ ０ 度 旋 回 可 能 で あ る 。 シ リ ン ダ １ ５ の ピ ス ト  
ン ロ ッ ド は 、 垂 直 軸 ９ の 反 対 側 に あ る 旋 回 部 分 ８ ｂ の ラ グ （ l u g ） １ ４ と 係 合 す る 。 参 照  
番 号 １ ６ は 、 シ リ ン ダ １ ５ が 旋 回 す る こ と が で き る 取 付 部 分 ８ ａ 内 の 空 間 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 油 圧 シ リ ン ダ １ ５ の 代 替 と し て 、 垂 直 軸 ９ の 周 り の 関 節 ブ ー ム ６ の 回 転 運 動 は 、 旋 回 部  
分 ８ ｂ の 垂 直 軸 ９ を 囲 む 歯 付 き リ ム に よ っ て 実 現 さ れ 、 歯 車 を 介 し て 取 付 部 分 の 油 圧 モ ー  
タ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 回 転 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 関 節 ブ ー ム と い う 用 語 は 、 旋 回 ジ ョ イ ン ト １ ２ 又 は ２ ２ を 用 い て 互 い に 接 続 さ れ た 少 な  
く と も ２ つ の ブ ー ム 部 分 を 有 す る ブ ー ム に 言 及 す る 。 ３ つ 以 上 の ブ ー ム 部 分 が 存 在 し 、 そ  
れ に 応 じ て ２ つ 以 上 の 旋 回 ジ ョ イ ン ト が 存 在 し て も よ い 。 こ れ は 、 作 業 機 械 が よ り 大 き い  
動 作 範 囲 を 有 す る こ と を 可 能 に す る 。 さ ら に 、 関 節 ブ ー ム は 、 ブ ー ム の リ ー チ を 延 長 す る  
こ と が で き る 延 長 部 品 を 備 え て も よ い 。 第 ２ 道 具 ７ は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ の 自 由 端 に 取 り  
付 け ら れ る 。 道 具 ３ 及 び ７ は 、 バ ケ ッ ト 、 ふ る い 分 け 装 置 、 粉 砕 ふ る い 分 け 装 置 （ c r u s  
h i n g  a n d  s c r e e n i n g  d e v i c e ） 、 ト ン グ 又 は ジ ョ ー （ j a w ） な ど の グ リ ッ パ （ g r i p p e  
r ） 、 衝 撃 ハ ン マ 、 粉 砕 ジ ョ ー 、 又 は カ ッ タ ー 粉 砕 機 で あ っ て も よ い 。 道 具 ３ 及 び ７ は 、  
旋 回 ジ ョ イ ン ト ２ ３ 及 び １ ３ に よ っ て そ れ ぞ れ 関 節 ブ ー ム に 接 続 さ れ て も よ い 。 道 具 ３ 及  
び ７ の 旋 回 シ リ ン ダ は 、 図 示 さ れ て お ら ず 、 油 圧 ホ ー ス 又 は 上 部 ブ ー ム の 旋 回 シ リ ン ダ も  
、 そ れ ら は 作 業 機 械 に お い て よ く 知 ら れ た 設 備 で あ る の で 、 図 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ を 移 動 す る た め に 必 要 で あ る 油 圧 駆 動 力 は 、 作 業 機 械 を 移 動 す る た め  
に 必 要 で あ る 駆 動 力 、 又 は 第 １ 関 節 ブ ー ム ２ を 移 動 す る た め に 必 要 で あ る 駆 動 力 と 同 じ 作  
業 機 械 の モ ー タ か ら と ら れ る 。 同 じ こ と は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ の 道 具 ７ へ の 駆 動 力 入 力 に  
適 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 １ つ の ブ ー ム を 用 い て 通 常 の 方 法 に お い て 使 用 さ れ る 掘 削 機 に つ い て 、 ア ダ プ  
タ ８ の 取 付 部 分 ８ ａ は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ が 作 業 機 械 か ら 取 り 外 す こ と が で き る よ う に 下  
部 構 造 体 ４ の フ レ ー ム に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 例 え ば 、 締 結 ラ グ 及 び そ れ に 係  
合 可 能 及 び ソ ケ ッ ト 内 に ロ ッ ク 可 能 で あ る フ ッ ク 及 び ／ 又 は ピ ン な ど 、 取 付 部 分 ８ ａ を 取  
り 付 け る た め の 既 知 の 固 定 解 決 策 が 使 用 さ れ 得 る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 下 部 構 造 体 ４ は 、  
ア ダ プ タ ８ が 下 部 構 造 体 ４ に 取 り 付 け ら れ る と き に ア ダ プ タ の 入 口 パ イ プ が 案 内 さ れ て 接  
続 さ れ る 油 圧 オ イ ル （ h y d r a u l i c  o i l ） ク イ ッ ク コ ネ ク ト カ プ ラ を 有 す る こ と が 好 ま し  
い 。 代 替 的 に 、 ア ダ プ タ ８ は 、 ア ダ プ タ ８ が 下 部 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ る と き に 作 業 機 械  
の 油 圧 ホ ー ス に 接 続 さ れ た 供 給 パ イ プ が 案 内 さ れ て 接 続 さ れ る 油 圧 オ イ ル ク イ ッ ク コ ネ ク  
ト カ プ ラ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ダ プ タ の 垂 直 軸 ９ の 軸 線 は 、 作 業 機 械 の 走 行 方 向 に お い  
て 下 部 構 造 体 ４ か ら あ る 距 離 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 １ 関 節 ブ ー ム 及 び 第 ２ 関 節 ブ ー ム ２ ， ６ は 道 具 ３ ，  
７ と と も に 、 第 １ 道 具 ３ が 第 ２ 道 具 ７ の 真 上 に あ る 相 互 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の 実 施  
形 態 で は 、 道 具 ３ ， ７ は 一 般 的 に は 、 ふ る い 分 け 装 置 又 は 粉 砕 ふ る い 分 け 装 置 で あ る 。 こ  
の 場 合 、 上 部 ふ る い 分 け 装 置 に よ っ て ふ る い 分 け ら れ た 物 質 は 、 次 の （ よ り 小 さ い ） 断 片  
（ f r a c t i o n ） を ふ る い 分 け す る た め の 下 部 ふ る い 分 け 装 置 に 直 接 流 れ る 。 こ れ は 、 例 え  
ば 、 ３ つ の 異 な る 断 片 、 例 え ば 骨 材 が １ つ の 作 業 ス テ ッ プ に お い て １ つ の 作 業 機 械 を 用 い  
て ２ つ の 異 な る ふ る い 分 け 装 置 を 使 用 し て ふ る い 分 け さ れ る こ と を 可 能 に し 、 そ の 場 合 、  
そ の 組 合 せ は 、 別 個 の ３ つ の 断 片 ふ る い 及 び そ れ に 供 給 す る 機 械 、 並 び に 最 終 の 断 片 を ふ  
る い コ ン ベ ア の 下 か ら 離 れ て 移 動 す る 機 械 に 取 っ て 代 わ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る ア ダ プ タ ８ は 好 ま し く は 、 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ 及 び ／ 又 は 第 ２ 道 具 ７ の 運 動  
が 遠 隔 制 御 す る こ と が で き る 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 遠 隔 制 御 す る こ と が で き る 油 圧 バ  
ル ブ を 備 え た バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ １ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 作 業 機 械 は 好 ま し く は 、 少 な く と も 第 ２ 関 節 ブ ー ム ６ 及 び ／ 又 は 第 ２ 道 具 ７ の  
所 定 の 運 動 を 自 動 的 に 制 御 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ た プ ロ グ ラ ム 可 能 な プ ロ セ ッ サ を 備  
え て い る 。 プ ロ グ ラ ム 可 能 又 は テ ィ ー チ ン グ 可 能 な プ ロ セ ッ サ が １ つ 又 は 両 方 の 関 節 ブ ー  
ム の 一 部 又 は 全 て の 経 路 を 制 御 す る た め に 使 用 さ れ る と き 、 生 産 性 は 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 い く つ か の タ ス ク で は 、 作 業 機 械 の 支 持 及 び 安 定 性 の 観 点 か ら 、 ア ダ プ タ の 取 付 部 分 ８  
ａ が 、 地 面 に 押 し 付 け ら れ る と と も に 作 業 機 械 の 走 行 方 向 か ら 見 た と き に 作 業 機 械 の 中 心  
線 か ら 所 望 の 距 離 ま で 延 び る 取 り 外 し 可 能 な 支 持 脚 １ ７ を 備 え る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 長 い 部 品 を 持 ち 上 げ る 又 は 支 持 す る た め に 、 第 １ 関 節 ブ ー ム 及 び 第 ２ 関 節 ブ ー ム ２ ， ６  
は 道 具 ３ ， ７ と と も に 、 道 具 が 互 い に あ る 距 離 を 置 い て 並 ぶ 相 互 位 置 に 移 動 可 能 で あ り 、  
道 具 は 、 グ リ ッ パ で あ る こ と が 有 利 で あ る 。 ２ つ の 関 節 ブ ー ム の 道 具 は 、 長 い 部 品 を ２ 点  
に お い て 保 持 す る た め に 、 例 え ば そ れ を 正 し い 位 置 に 設 置 す る た め に 使 用 す る こ と が で き  
る 。 さ ら に 、 構 造 物 の 解 体 で は 、 ２ つ の 関 節 ブ ー ム の 道 具 を 使 用 し て 部 品 を 取 り 除 く こ と  
は 、 多 く の 場 合 、 よ り 安 全 で 実 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ダ プ タ ８ の 反 対 側 に 、 下 部 構 造 体 ４ は 、 ラ ッ ク １ ９ が 取 り 付 け ら れ 、 ラ ッ ク を 用 い て  
、 作 業 機 械 と と も に 使 用 す る の に 適 し た 道 具 ２ ０ は 、 作 業 機 械 と と も に 建 設 現 場 に 輸 送 可  
能 で あ る 。 図 ２ に 示 す 道 具 ２ ０ は 、 衝 撃 ハ ン マ で あ る 。 ラ ッ ク １ ９ は 、 異 な る 道 具 及 び 作  
業 設 備 の た め に 適 し た 取 付 部 分 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 ラ ッ ク １ ９ の 形 状 に つ い て は  
、 道 具 固 有 の マ ウ ン ト を 取 り 付 け る こ と が で き れ ば 、 他 に 要 件 は な い 。 ラ ッ ク １ ９ 内 に あ  
る 間 、 道 具 は 、 回 転 す る 関 節 ブ ー ム ２ に 直 接 取 り 付 け ら れ て 使 用 す る こ と が で き る 位 置 に  
あ る 。 特 に 油 圧 ク イ ッ ク コ ネ ク ト カ プ ラ を 使 用 す る と き 、 そ の 場 合 、 す べ て の オ イ ル 流 れ  
は ま た 、 同 時 に 接 続 さ れ 、 道 具 輸 送 ラ ッ ク １ ９ は 、 複 数 の 道 具 が 迅 速 に 利 用 す る こ と が で  
き る の で 、 有 効 で あ る こ と が わ か る 。 関 節 ブ ー ム ６ が 道 具 ７ の 油 圧 駆 動 の た め の ク イ ッ ク  
コ ネ ク ト カ プ ラ を 有 す る 場 合 、 回 転 す る 関 節 ブ ー ム ２ は 、 交 換 す る た め に 第 ２ 関 節 ブ ー ム  
６ の 道 具 ７ を そ の リ ー チ 内 に も っ て く る た め に 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る ブ ー ム の 組 合 せ は ま た 、 大 量 の コ ン ク リ ー ト 及 び 骨 材 が 、 現 場 で 利 用 す る  
こ と が で き る 形 に 狭 い ス ペ ー ス に お い て 処 理 さ れ る 又 は 一 般 的 な 輸 送 設 備 に お い て 簡 単 に  
輸 送 さ れ る 必 要 が あ る 用 途 に も 効 果 的 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 一 例 は 、 衝 撃 ハ ン マ  
を 用 い て 大 き な 部 品 を 砕 き 、 そ の 後 に 結 果 と し て 生 じ る 小 さ な 部 品 を 粉 砕 ジ ョ ー 又 は バ ケ  
ッ ト 粉 砕 機 を 用 い て 粉 砕 す る こ と で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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